
災害時をはじめ地域活性化に期待されるコミュニティメディアを
取り巻く動向をつかみ、コミュニティメディアの魅力を如何に発揮
させて地域社会への浸透を図るか、様々な取り組みを学ぶとともに、
コミュニティメディアの今後の可能性について意見交換を行います。

災害時を考慮した
コミュニティメディアの新たな展開

主催：ICT推進東京フォーラム実行委員会（委員長 前田隆正, 電気通信大学）
共催：総務省関東総合通信局, 関東 ICT推進NPO連絡協議会，三鷹市
後援：国立大学法人電気通信大学，NPO法人三鷹ネットワーク大学，

情報通信月間推進協議会
協力：NPO法人調布市民放送局（事務局）

日時：2019年6月23日（日） 13:00～16:30（開場：12:30）
場所：三鷹ネットワーク大学（JR三鷹駅前：下記地図参照）
定員：80名 (先着順，申込み先は裏面参照)

プログラム（詳細は裏面参照）：
第1部 講演 1 3 : 0 0〜1 5 : 1 0

第2部 事例紹介及びパネル討論 1 5 : 2 0〜1 6 : 3 0

交流会 17:00～18:30（会費：4,000円）

2019 ICT東京フォーラム
（令和元年度情報通信月間参加行事）

関東ICT推進NPO連絡協議会とは

関東地域で活動するNPO法人相互間等の連携により，ICTを利活用し
たNPO法人活動の活性化を図ることによって，地域情報化を推進すると
ともに，地方自治体や大学等と連携して，地域住民の利便性の向上等，公
共の福祉の増進に寄与することを目的としている組織です。

http://www.soumu.go.jp/soutsu/kanto/ai/npo/index.html

参加費：無料



「災害時を考慮したコミュニティメディアの新たな展開」
プログラム

申
込
み
先

ＩＣＴ推進東京フォーラム実行委員会（事務局：調布市民放送局）
下記の情報をメールまたは電話にてご連絡下さい（締切：6月18日）
・氏名 ・所属 ・連絡先 ・交流会の参加／不参加の別

メール：forum@chofu-catch.sakura.ne.jp   電話：070-5576-1429

閉会挨拶：関東ICT推進NPO連絡協議会 代表幹事 三木 哲也

【第2部 事例紹介及びパネル討論】

事例１ ケーブル放送 ㈱ 東京地域ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ統括部部長 岡島浩司氏

事例２ コミュニティ放送 調布エフエム放送㈱ 編成課長 袴田荘之介氏

事例３ 地域市民放送 NPO法人むさしのみたか市民テレビ局副代表理事元村直樹氏

事例４ 地域市民放送 NPO法人調布市民放送局 副代表 長友眞理子氏

パネル討論「コミュニティメディアの魅力をいかに発揮させるか」

コーディネータ 柴田紀恵子氏

開会挨拶：ICT推進東京フォーラム実行委員会 委員長 前田 隆正

総務省関東総合通信局 局長 黒瀬 泰平

【第1部 講演】

基調講演 ケーブルテレビと地域
（一社）日本ケーブルテレビ連盟 理事長 吉崎 正弘氏

講演１．コミュニティFMの現状と今後の可能性について
（一社）日本コミュニティ放送協会 関東地区協議会長 鈴木 伸幸氏

講演２．自治体・市民の視点から考える、
防災および災害時の地域メディアの機能

元東京工科大学メディア学部長、前三鷹市長 清原 慶子氏

講演３．コミュニティメディアにおけるドローンの活用
青山学院大学 地球社会共生学部教授 古橋大地氏

＜休憩時間10分＞

吉崎正弘氏 鈴木伸幸氏 清原慶子氏 古橋大地氏
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